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た。 B. C. 5000年から B. C. 1000年頃までの強度は 全体的に現在より弱かったが，その後徐々に強く
なり A. D. 500年頃には現在の1. 4倍程の極大値があった。それ以降，強度は減少に転じることがわか
った。
上記の結果および既に発表されたものを包含したデータにより球面調和解析法を用いて，解析を試
みた。特に本研究では方法の改良により地磁気 3 成分のうち 2 成分の観測から取り扱うことが可能と
なり，従来定量的解析が困難であった古地磁気双極子，非双極子の変動が明らかにされた。特に従来
川井等により仮説として出されていた双極子の反時計回りの運動がA. D. 1300年以前に存在したこと
が証明できた。
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論文の審査結果の要旨
本論文は，日本および中近東地域の遺跡、から採取された考古学試料を用いて過去7000年間の地球磁
場強度の変動を求め，これに世界各地から得られた結果を加え，過去2000年間の磁場変化の解析をお
こなった結果をまとめたものである。
測定試料は，かつて地磁気中で冷却した年代既知の土器・練瓦・瓦等を主体とするが，過去の地磁
気強度を精度よく求めるため，本研究においては残留磁化の不安定成分の消磁に新しい手法を加えた。
これにより従来不適格とされた試料も有効に使用することに成功し，計 200 個の測定が可能となった。
その結果，現在より 7000年から 3000年前までの4000年間の地球磁場は現在よりやや弱いものであった
が，その後，徐々に強度を増し， 1500年前頃には現在の1. 4倍ていどの極大値を示し，その後は減少
に転じて現在に至ることがあきらかになったO
この結果をより詳細に検討するため，従来の球面調和解析法に改良を加え，世界各地の既知データ
ーも併用して，過去2000年間にわたる地磁気双極子および偏心双極子の経年変化の軌跡を求めた。得
られた結果はこれまで予想された地磁気極の動きを裏付けるとともに，中国等の文献に記載の観測事
実も矛盾なく説明するものである。これらの成果は考古磁気学に新しい知見をもたらすものであって，
関連分野への寄与も大きく 博士論文として十分の価値があると認められる。
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